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四
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釈放及び爾後の措置罰則経費（以上、第九号）人足の笑例常州上郷村寄場、函館寄場寄場制度の変遷及び終意まとめ（以 、本号）
人足寄場に収容される者が大部分余りほめられた連中でなかったことは言うまでもない。そうして上に見て来たように人足寄場における待遇は勿論よい筈もなかったこともあ
っ
て、逃亡を企てる者が非常に
多く、捉えられては逆戻りと言う道をたどるのが普通であると言ってよかった。
今、こうした逃亡人足の代表的な例を
二 一 二
ひろ
っ
てみよう。
「御仕置例類集」に収められた文書によると、文化元年（か臥）の判決であるが、無一栢入墨太七事幸左衛門なる者は入
墨、献の
h
人足寄場入りをし、その後、同所を逃亡し、御仕置になるべきところを将軍家御法事の恩赦によ
っ
てたすか
っ
た。甲府に流れ込んでまた献 なり 更に駿府においても悪
事
を働いて支配所払
に
処せられ、甲府に舞戻りその後も
悪事をやめず、町の店頭から手拭の切地を盗みと
っ
たりした。その上、無宿伝
五
兵衛なる者に同意の上、にせ南鎖銀製
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造の手伝いをし、道具及びにせ南鋭銀三片を貰レうけ、それを手本にして伝五兵衛製作通りの南鎖銀八片を造り、その中、一片は紛失し、他を商売先 持歩き、ところどころで
支
払いに用いようとしたが‘出来が悪いので受取る者もなか
ったため、都合十片のにせ南銃銀を所持しておったのは重々不屈至概につき引廻しの上、礁とある。この幸左衛門は単なる無宿人ではなく、典型的な犯罪者である口
「張紙留」に収められた事例には次のようなのがある。文政七年（一一臥）六月二十二日、江戸北町奉行榊原主計頭忠之から、南町奉行筒井伊賀守政憲に対し次のような要請が
あった。北町奉行所組廻同心が無宿入量市五郎（二十一才）なる者を捕え来り、札明したところ、同人が頭取（主謀者）となり、同じく無宿入墨長次（治）郎 同条次郎をかたらい六月一日以来、尾張町宅丁目新地、吉兵衛店清五郎外四ケ所に抜双を持
っ
て押込み強盗を働いた旨を申立てた。しかるに長次郎は平次（治）郎、条次郎は常五郎と変名し、愛宕
下で他人と喧嘩し辻番所にとらえられ、その地支配の武家方より南町奉行所に突き出され 入牢中との とである。右の平次郎は長次郎 常五郎は条次郎に相違なきゃ否や口相違なしとせば、喧嘩口論に関する吟味相済み次第お引渡し願いたしと。同月二十六日に南 筒井はこれに下グ札
L
て返答するところあった。御書面の趣は承った。正に長次
郎は平次郎、条次郎は常五郎と変名、さる十一日愛宕 池田丹波守頭取辻番所内で芝青秘寺門前忠太郎店与吉方向居人、勝五郎なる者と口論なぐり合いをした結果、勝五郎と平次郎は負傷し、御徒目付の検証もすみ 十三日には右 見取書、口室聞を若年寄田沼玄春頭意正殿より下げ渡さ 右
三
人の者を呼出し入牢申付けた。段々取調べてみると平次郎
常五郎両人は入墨があり、ともに人足寄場の矢来を乗越え逃亡し、これまた同じく寄場から逃げ出した無宿入墨市五郎無宿吉五郎とも馴合い、平次郎が首領となり、今月一日来 尾張町壱町目新地滑五郎外四ケ に抜身をひっさげて押込み強盗を働レたと自供したの 未逮捕の市五郎 吉五郎の捕縛方を組廻りの者に命 てい’たところであった。しかる御書面によれば市五 既
に
貴下の手に捕えられ吟味がすんでおり、当人は自分が首謀者と称している由。この主謀者
云々の点は突合わせ吟味をしてみなくて は
っ
きりしたことは決められないが、たとえ市五郎が首領であったとしても
右の通り平次郎、常 は田沼玄客一周殿よりの「下りも 吟味」につき両人 御引渡しは致 かね 。きれば「引分吟味」とするよりない訳であるが、それでは被害者その外、「引合」に出される 々は南北両奉行所に出頭せねば ら
四
五
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四六
ぬ煩わしい仕儀となろう。されば‘ここは却って拙者方で一手に
M吟味する方が何彼につけ便宜であろうから御差支えも
無いようであったなら、市五郎を当方にお引渡し願えまいか、と一言うのである。
越えて七月八日には更に筒井から榊原にあて市五郎の外に吉五郎も貴下の手にとらえられた由であるが、突合わせ吟
、味を当方において行いたいからお差支えなくば明九日午前十時右両人を拙者方に引渡し願いたい。突合わせ吟味が済み
次第牢屋敷に戻す故御安心乞う旨の掛合いがあり、榊原は即日これを承諾している。
右に従って両人が南町奉行所に送られ、筒井の手で四人の取調べが行われた。その結果ならびに裁きの管轄権につい
ての相談が翌十日 筒井から桝原に書面でなされ、榊原は勘定奉行所に間合わせ、二十一日には勘定奉行の返書をそえて最終的にこの件につ ては筒井の担当となるべきことを承認するに至った。筒井の書面に日く、九日の取調べによると、四人 者が押込強盗を働いた点など ついては彼等の申立 ほぼ符合している。また吉五郎はその「手合」でない皆、平次郎外二人が申立てて るのは
三
人は入墨あるも吉五郎にはそれがないから、何とか救けられるものなら救けた
いと、悪人は悪人なりの友愛精神を発揮 てのこ と思われ、取調べて行くうちに白から明らかにな であろう
o
更に押
込強盗の首領と言う段 なると、平次郎、市五郎両人 も所詮死罪はまぬがれぬと覚悟を決めたものと見えて 互に自分こそ首領と主張し 決しかねる。白書の趣によるならば最初に押込みを計画したのは平次郎であるけれども、俺が刃物を持
っ
て行くと言い出したのは市五郎であり、深川寺町酒屋入口の戸に白双を突立てたのを手初めに笑際の脅迫は伎
が行
っ
ている。きすれば先ず以て市五郎を首魁とすべきところか。そうとすれば当方（筒井方〉にてとらえし、平次郎
常五郎、恥貴方（榊原方〉にお引渡し致すべきなるも 田沼玄審頭殿よりの「下り物吟味」なるを以 、そう いかず「引分吟味」とするところであろうか。しかし、愛宕境内で平次郎が勝五郎と口論した際 常五郎ばかりでなく市五郎もその場に居合わせ、平次郎 常五 が辻番人に逮捕されるのを見るや、そ 場から 逃亡したもので当然右口論事件の「引合」であるから、その観点よりするならば市五郎外一人も当方にお引渡し願うべきも なるか。これについては当方先例を取調べたが 別紙類例（その内容は不明筆
者
）以外見当らぬ。貴下の方に先例でもおありにならぬであろうか。
双方に先例なしとせば、この件が将来の先例ともなるべきもの故、どちら も「事実相当之方」に取額め い。なお色々御勘考の上御存じよりお申聞かせ願いたく 別紙仮白書相添え御相談お掛合に及ぶ次第と言うにあった。
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これに対する榊原の二十一日の返事は、貴方（筒井）お申越しの件、当方にて取調べしも先例なく、御勘定奉行心得
取計方間合わせに及んだところ、添附別紙の通りの趣であるから、市五郎、吉五郎は国より盗品買取をしていた佐七（四十六才）をも貴方にお引渡し致し、
貴
様方で一手に吟味を行うようせられたいとあ
っ
た。添附の勘定奉行石川、玉水
正忠一房、曾我豊後守助弼の意見は次の如くであ
っ
た。平次郎外一人の下り物吟味が筒井の千で開始せられた後に榊原の
手で市五郎が逮捕せられたものであるとすれば、たとえ市五郎首魁なりとするも一初に吟味に取掛った方ヘ引受けてしかるべく、または市五郎を逮捕し吟味を開始せる後において平次郎外壱人の下げ渡しがあ
っ
七ものとすれば、御下げの
品であ
っ
てもそれには拘らず最初吟味に取掛か
っ
た方へその
二
人をも引請けるようにしてしかるべきものと考える。勘
定奉行としては右の如く心得、取計らい来った ころである云々。
要するに、取調べに若手した時日の先後を以て定めると一一一ロうのであった。そうしてこの場合、事実として、平次郎、
常五郎が筒井に下げ渡され 時日が榊原の市五郎逮捕より先であったらしい。翌二十二日正午を期して、市
五
郎、吉五
郎、佐七の三名が榊原の手より筒井に渡さるべく交渉 り、そ 通り榊原も執り行っているのである。
張紙留がこの文書を収めたのは勿論、裁きの所管問題の参考としてであろうが、今ここで問題にするのは、そうした
点よりも文書全体からうける感じを言えば、このような寄場逃亡者がいかに数多く、また普通のこ と考えられてしたかと言う点である。そうして、そのような逃亡者が何回でも逆戻りしては寄場入墨され、寄場そのも が苦役の場としての性格を濃化して行ったのである。
以上の事件は寄場逃亡後、何れも押込強盗とか、贋金造りとかの重罪を犯し、そのために死刑に処せられているので
直接逃亡罪を関われてい 訳ではない。
次に寄場を逃亡したのではなく 引取人があって引渡とな
っ
た後において矢張り心底改まらず二度、三度寄場に逆戻
りし、結局何らかの罪に問われ ように った者 例を見ょう。
惣次郎なる者は事情あ
っ
て親元を欠落し‘無宿者と一言う形で加役方に捕えられ、罪なきままに人足寄場送り処分とな
った。その後、親元へ引渡しとなったが、親と合わないようなことでもあったと見え、ま ぞろ、欠落して無宿となり往来で窃盗をはたらき逮捕せられ、その科により童館の上、再度人足寄場送りとなった。その後、今度は親元でなく、
四
七
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四八
知人方へ引渡しとなったが、既に悪の道から足を洗うことが出来なくなっており、寛政八年（た）十二月以来、白昼、町家二ケ所では鍵のかかっておらない戸障子をあけて、衣類等盗みとった。もう一ケ所は岩士口なる者と檎物町を通りかかり、惣次郎が立小便をしているうち
に
岩吉がっと路次内に入り込み、家主新八方で入口に錠をおろしていたのを坪も
ろとも捻り抜いた。新八方は留守らしいから今のうちに何でも盗んで行け 岩吉の言 にまかせ、惣次郎は中に一這入り錠のか っていない植の中から衣類、銭など盗みとり、岩士口方で質入れ、売却し、金壱分弐朱の－分け前をと
っ
た。単独
犯の二ケ所分盗品売却代金と合わせると金壱両
三
分、銭七百文余となる。これを酒食雑用に遣い捨てた段不届至極とて
寛政九年（ト坑）六月老中太田備中寺資
愛
の差図
に
より入墨の上、重敵に処せられた
。
（ 四 ）
番町無宿、入墨、新次事権次郎は何か罪を犯すところあって入塁、重敵御仕
置
の上人足寄場
に送
られたが、引請人あ
りと見え、引渡しと相成った口しかるにそ 後、また罪を犯すところあり、増入墨の上、江戸払とな
っ
た。ところが、
その後もお構え場所を立去らな ばかりでなく、盗みの方も止めない始末。武家屋敷門内に立入って忍んで居 離土蔵の錠のおろしである戸を押破り、 階の箪笥の錠をこじあけたり、湯屋や古着市 衣類、帯など盗取るは茶飯事。その上往来で町人ていの者に口論をふっかけ、棒 ぐりつけて、着衣や合羽など剥取り、あるいは突当 た時
に
懐中の
金銀の入った
鼻
撃をするなど、不屈至極
に
つき獄門に申付くべき予
定
であった。しかるに文化
三
年 （ 白 川 ）
三
月四日か
ら五日にかけて 大火の際 牢
屋
敷も類焼したが、凶
獄
石出帯万が本所回向院に立戻るよう
に
申渡しの上、囚人一同切
放しをした際、申付けを遵守し回向院に現われ るにより、罪一
等
を減じ遠島仰付けられるに至
っ
た
。
（ 間 ）
下総無宿、文化四年（（お）当時霊場人足、源蔵事源七なる者は一旦、盗みをはたらいた科
に
より敵御仕置を弘け、
足寄場入りとなった。その後、引請人 った 引渡しとなっ が 所に落付いて通 こ が出来ず、そこから出で無宿となり、盗みの方もやめないと言うこと なった。数人の仲間をくんだり、または単独で、所々の町 武家屋敷の板塀を乗越して侵入）入口に戸締りあるところはこじあけ り、押外したり 合計
五
ケ所に盗みに入
っ
た。衣類、
n
帯、合羽、・蚊帳 雑物、金銀等を盗みとり 仲間とくんだ場合は
分
け前をとり、右
の
品々は
質
に入れたり、売払ったり
し‘または預けておい 銭を借りたりした。こう て盗み
っ
た
金銭
とも残らず遣い
捨
てた。それのみでなく、召捕え
られ再応吟味の節には右の始末押隠し、前
質
に入れたり、預けおいたりした品々をその先から訴出で吟味のあった折
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それはばくちで勝った時、勝銭の代りに盗品と知りながら請取りました品々でございますと申偽り、重誠、御仕置に処せられ、人足寄場入りで済んだと舌
を出し
ていた段
は不届至極につきと言う訳
で、引廻しの
k
、死罪に処せられた
0
（凶）
なお寛政九年（主）八月二十一言に人足寄場に差一反された人足二人の量刑が問題祝されたこともある。当時の江戸町
奉行村上肥後守義礼によ
って申
渡しをうけた肥後無宿久助事
太
吉と甲州無宿彦七事治助がそれである。前者はこれに先
立って不届の所業によって溜において手鎖処分をうけ、その後人足寄場に差遣わされていたものである。当人は寄場にいることを難儀に思い同年三月十八日、寄場の使先から銭七百文を取、逃げし、町方河岸に干しであった木綿布子を窃盗り、忍一みもし、その外町方の入口においてある
雪踏を
・度々盗みとり、取逃げ分とも五貫七百文余を残らず酒食雑用に使
いすでた段不届につ司会計寄場入墨の上重敵申付け、元の如く人足寄場に差戻しとなっ 。後者の治助はそれより先、不届なことがあったので散の上人足寄場に差遣して たところ、人足寄場に居るのを難渋 考え、寛政八年（た）十二月二十日使先から逃亡、浅草観音境内で通行人の懐中より
鼻
紙袋並びに南
鎖銀壱
片、銭六百文余を盗みとり、その中から五
百文余を雑用に使いす 、残金及び鼻紙袋を所持して 段は不屈であるから寄場入墨の上重敵申付け元の如く人足寄場に差戻すこととなった。
この江戸町奉行の申渡しについて寄場の方から、そのような寄場逃亡者は死罪となるべき
合寄場に差戻
しにされたの
では新入人足共に読み聞かせている条目と相違しており、そのト
‘堀田摂津守殿
より特別に寄場奉行に仰渡しがあった訳
でもないと一一日うので村上肥後守義礼に抗議した。村上奉行の方から 、別段 の申渡しで差支えない 思うから、堀田摂津守から寄 奉行に話があるよう
に
して貰う心
算であると
言
っ
て来た
。その後更に
村正奉行から、新入人足に対して
「寄場逃表候もの始末一一依死罪与読聞候様！一 と堀田摂
漆守殿から自分を通
じ寄場奉行に通じておくことを命ぜられた
からその心算 との連絡があった（この申渡しの前月に村上奉行ら 献議 基 寄場における罰則改正があったばかりであるし、なお寄場側の反対を押切
っ
て翌十年二月には「寄場逃去候もの始末一一寄、死罪ー一
の規定
が正式に決定を見
るに至った。これらの点
につい
ては丸、
参照
V。寄場奉行からは、これでは人足取締上不行届が生ずる恐ある旨を、堀田
摂津守に書面を以て上申する ころがあった 、結局は寛刑主義に移る 至 たことは前に見て来た如くであった
1
（出）
更に、表面は改惨したよう陀見せかけて、寄場の掛員をだまし、脱走を計る悪質の者さえあった。享和元年（ハザベ）八
四
九
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五。
月、寄場人足中成績不良なる佐渡水替人足候補者十一名を選び出した際、津軽入墨、滑助なる者もまた心底よろしからずとしてその中に加えられていた。これに恐れをなしたものと見え、表面は「共の後追々本心ニ復」した風をよそおって職業に精を出すに至
っ
た。しかし種々の取調を行い、色々の条件を勘案して同
年
十
二
月には都合十七名の佐渡行候補
者が選定せられ、当分溜収
容
のことが根岸肥前守から申渡された
。
清助もその中に入
っ
ていた
。
越えて享和二年
三
月六
日には寄場奉行松平田宮から直接、堀田摂津守に対し、清助のように「手業 精仕」る者は、この際特に溜から免じて人足寄場に差戻しいただけるならば「一統人足共取締ニも相成可申」く考えられるからよろしく御考
慮願いたいと書面を
以て願出で、これが特に許可せられるに至
っ
た
o
ハ凶）佐渡行が当時いかに一般寄場人足から恐れられていたかは、右と
，
同時に松平より堀田に呈し 他の文書に、溜引渡が「惣人足共響一一相成柳之心得違仕候而も右駄引渡一一相成候義与一同恐怖仕格別慎方宜此節ニ至リ候而者御取締行居申候間当時之
姿
ニ而者佐州江遺候人物無御座候」とあるによっても明か
である。（即）さて清助は人足寄 に戻
っ
て来るや役付申付けられ、表面はいかにも改心した如く見えたのであるが翌四
月に寄場掛員の油断を見すまして逃亡して了ったのである。寄場奉行の面子は丸潰れとなった訳である。逃亡後早速寄場奉行より堀田に報告があり、堀田か 町奉行に清助厳探の命が下された。八箇月程立った翌享和三年二月に大河内谷兵衛組の者の手
に
よ
っ
て逮捕され、吟味の上、私平伊
一旦守信明によ
っ
て処断せられる
に
至
っ
た
o
（ 川 ）
四で述べておいたような五州新田郡小舞木村百姓、郡蔵の如き模範的事例は収容時の特殊事情もあり、
例外と言って差支えないことは如上の記述からも察せられるであろう。
正に例外中の
これは前にもふれた（
ね
恰））ところであるが、寄場人足の
多
く は 、
一
旦改惨したように見えても、釈放引渡後また悪
事を働き、召捕えられ御仕置を受けたり、人足寄場に逆戻りしたり 。しかしそこで心をいれ替え、物事
に
精を出す
ならば再放免するのが慣例であった。
そのため、小盗人は何れは寄場に逆戻りとの心得でいるので引渡し先にも居つかず、
欠溶
して
無
宿に
なり程無く寄場
に来ると言うコ
1
スをと
っ
て際限もない
。
果には何れは・寄場に行けば食わせて呉れるのだからと言うようなとんでもな
い考すら持つよ になる。これでは正直に立戻すとの御仁恵の趣旨 も背くこと ると考えられる よ
っ
て一旦放免
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後再度寄場に戻り来る者は一一・反迄は取立て遣るも三度目には佐渡ヘ水替人足として遣す方がよろしいと存ずる。勿論純粋な貧故の無宿者に対しては一二度以上でもなお取立ててやるようにしたい。また人足どもの中には常に仲間との折合が悪く、申付けを守らない者もいるが、こんな奴 、外の人足の見せしめと て、八丈島遠島とか佐渡水替人足に送るかする方がよろしかろうとは寛政四年（主）十一月三日に間宮諸左衛門より若年寄堀田摂津守正敦に呈せられた意見書である。（別）大休この筋が採用せられたものの如くであるが、度数だけが問題となっ 訳ではないっ
この前後において、右のような事情の下に江戸町奉行の手に移され佐渡送りとなった者、あるいは佐渡送り予定の者
。 （ 即 ）
は次表の通りであった
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渡号！ 
以ト一の七回の文書に現われた佐渡送り
人
足の数は百二十名にのぼる。大休
、江戸の人足寄場や
、江
戸町奉
行所の方では
性質のよくない人足や
、
佐渡送りの規定にふれる罪を犯した者は数名でもなるべく速かに佐渡に送
っ
て了おうとした
D
佐渡奉
行
の方では
、
相当以上の
し
たたか者の護送であるので、
一
々役人を付添わせる煩を嫌レ
、
ある程度以上まとまっ
て
から
ι
の希望を有した
o
（ 悶
）しかし
、
中々思うようにはいかず
‘
一
回の数はばらばらであったようである。
さてこの百二十名中での最年長は寛政八年度の
下
野
、
佐七の五十四才、最年少者は同年次の小伝馬町
、
源八及び寛政
五年度
、
伊豆
、
吉五
郎の各十五才である。御仕置の例
に
見られる十
五
才以下と言う特別幼少者扱いのなされる
年
齢であ
る。全体の平均年齢は
二
十
六
才五五であり
、
年齢層別では
二
十台が
五
十九名でほぼ半に近く、その
平
均は
二
十四才
五四
強
、
次いで三十台が三十六名、平均三十一
一 十
才
三八
強、十台が
二
十
二名
、
平均十七才五九強、四十台は二名、平均四十四
才豆
、
十九十台は前記の男一名と言う割・合である。この数字の示すところによって見れば、所謂ティーンリエイジャ
1
の
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問題などやはり古くからあったものと一言うべきであろう。寛政八年度の青山の亀次郎は十七才で四・度の寄場入り、寛政五年度の芝金杉無宿、入塁、長五郎、神田無宿、寄場入墨、市五郎の両名が僅か十六才で三度の・寄場入り、改惨の見込みなしとして佐渡送 、伊
豆
、吉
五
郎は十
五
才で二度入り、これまた心底よろしからずとして佐渡送りと言うような実
例を見れば蓋し思い半に過ぎるものがあるではないか。
そうして・寄場人足中でも最も性質よろしからざるものとして、遠く佐渡送りとなる連中であるから、その途中で更に
脱走を企てる者もあ
っ
たのである。享和二年（（去）のことであるらしいが、無宿、玄珠なる者が
四
月四日佐渡送り人足
一団中の一名として江戸を立ったところ、同七日、野州、喜連川駅に止宿の節目篭を破
っ
て逃亡した例もある
o
（ 悦 ）
更に佐渡にやられた後、彼の地において逃亡を計るしたたか者すらあった。下総無宿、入塁、寄場入墨、平士口なる者
寛政年中江戸に出 、船持コ
一四郎方へ目見え奉公をしたのであるが、その時窃盗を働き、入墨の上、献の御仕置をうけ
人足寄場に引渡された。しかるに同所の丸太矢来を乗越えて逃亡したものの考えてみるとこのまま逮捕せられては重き御仕置をうくるは必定と後悔、自首 出ょう 寄場門外迄立戻ったが、 旦逃亡を計った罰として寄場入墨の上、重
ヘ一七
J
散に処せられ、旧の如く人足寄場引渡しとなっ 。その後、改慢の情が見られなかったらしく寛政十年戸九八〕には佐渡銀山の水替人足に送られ、この世の地獄に坤略するに至
っ
た。その後、享和
一 二
年（（広）八月七日、十喜？？逃出したの
で、捕えられた上、製（坑道）内追込十日の径 うけ 。しかるにそれに こりず文化四年（八む）一一一月二目、 盤坑上りの節、水替人足、吉兵衛、佐士口両人と申合わせ逃亡したので 逮捕、入墨 上、二十日間、坑道内追込みの処罰を
＼ 一 八
J
うけた。更に翌、文化
五 年
（O
八）七月二十八日、同じ青盤坑内より文六なる者と申合わせ一
二度目の脱走を企てたが即日
小屋の役目 者の手に捕えられ 今度は小屋内預けとし、差鐘へ入置いたところ、その夜．差籍の問を動か 錠前をはずし、逃去る際 邪魔されぬよう 庄次、任頼一一名の差籍の錠をも捻切って 差籍 屋根に描りあげ、締りの木戸乗越え逃亡、船によって 佐渡島脱出を企てたが成功せず 捕えられて遂に重々一小届と一一 同 ので翌六年に死罪に せられ た 。 （ 問 〉
これなどかなり強引なようであるが必ずしも珍しい例であっ 訳でもなさそうである。
して行く姿が手に取るよう ある。
•1 
この経過を見ると次第に顛落
五 五
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五 六
この世の地獄と俗称された佐渡鉱山の水替人足を折角勤めあげながら、性根は直らず、悪の世界から足を洗い切れな
かツた者もあった。根岸肥前向寸鎮衛が江戸町奉行であった時のことであるらじいから、寛政十年（ト川）末から文化十二年三百」末頃迄のうちである。非人頭車屋普七の手下、小網町壱丁目河岸小屋頭喜太郎抱非人で’欠落した入墨、伊助事金助なる者、非人の身分ならびに段御仕置の前科を押隠して窃盗を働、実＼そのため更に敵御仕置をうけ人足寄場に送られた。その後も不屈な所業があり、牢屋入りとなったが、将軍家御法事ー 恩赦により出牢の後なおまた無宿と言う訳で寄場入りと
っ
た 。
しかるにまたまたこ を逃亡、窃盗罪を犯し、その罪として、入塁、重献に処せられた。再・度の寄場入り後も行状よ
ろしくなか
っ
たものと見え、佐渡鉱山水替人足に送られたが、ここではよく辛抱して何
年間
か勤めあげ、逆に本国帰申
渡しをうけて江戸に帰還した。ところが、雀百迄踊を忘れずと言う訳で野田でさいころばくちを数回し、中追放となった後、御棒え場所へ立入り、往来の
鼻
紙袋を抜取り、南
錬
銀十
二
片、その外、銀煙管など盗取
っ
た。これらの種々
の不屈累積のため尋常ならば死罪に処せらるべきところ、偶々際会 恩赦により内罪一等 減じて遠島申付の処罪を蒙っここ？
jo
（出）
v
中 心
vと ＝ ＝
E＝ ，
十
常州上都射寄場「事実文篇」ハ四十一〉に収められた太田元貞撲の幕府の循吏、常州野州の代官、竹一却二二右衛門直温の傾徳碑文によ
ヘ一七
Jdi
－ －
ると、彼がこの地の代官として赴任した寛政五
f九一一一）の頃の野川常川の札は「土壌暁硝、回国荒蕪、有郷空宅、里
無居民」と言う状態であった 言う。彼が父老をよんで事情を聞くと間引 の弊風が盛んで、住民これを恥とせず「巨也、額課歳重、負債日積、督責迫促、報償無由、於是乎、貧民柔惰者、逃散而逐末利、強賊豪横者、交洗侠、事賭博、獄訟闘争為此屡興、鼠縞狗盗所在而発、生歯耗而田園荒」るるに至りしを知
っ
たとある。この記述が虚でなかった
＼一七
JE
ことは、一一一人草島鏡」によると、寛政こ年
f九
O
」に「天草君之義所不相応多人数之場所と兼而相聞候、関東筋は至而人
少に而荒地等も数多有之に付引越等相望候者は越料夫食農具等被仰付候段御勘定所より被仰付候得共引越候者無之候」
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と見えるによってもうかがうことが出来る。
こうした関東地区の荒蕪地化防止対策の一端として常州筑波郡ト郷村大字と郷小字角内の地に、石川島の人足寄場と
相前後して人足寄場が設けられ、「荒地起返し」を第一目標として発足した。而してこの人足寄場の人足としては石川島の人足寄場より百姓仕事に適すると思われる者を送ったのであるから、石川島の補助的施設であったとも見ることが出来る
D
なお前に回でふれておいたように、享和
三
年（かごに常陸国高須賀村の農、文右衛門の伴、秀蔵なるものを両親、親
類、村役人、五人組等の希望もあ
っ
て特に教誠の目的を以てここに収容したこともある。それについては聞の箇所では
言及しなかったけれども、斡一旋者たるその地の代官竹括
一 三
右衛門直温の人物そのものが裏面に大きく作用していたので
はなかったろうかと恩われる。彼が石門心学の信者としてその管内人民教化にそれを用い大きな効果そ挙げたらしいことは後述するが世に著聞しているところであ
っ
た。評定所が、関東郡代中川飛騨守の伺に対し
01 略此度之義は、江戸表とは訳も遠、在方之儀は、壱人ニても人別相減候得は、央
一丈ヶ、田畑手余りにも相成候義、
共上、一一韓、右図柄之儀は、人別少く入百姓又は小児養育等之儀も、精々御世話も有之、共段、竹垣ご一右衛門、専、承り取計罷在候場所ニも御座候問 右申と候通、取計、壱人ニても、志を相改、追々農業出精仕候様、罷成候得は、御仁恵は勿論、 一廓之御趣住一一 相当可仕と奉存候問 伺之通 ド郷村寄場え差入、外人足共同様、可取計皆、竹指一三右衛門え申渡、以来、右同様、相願候 の有之 節は、是亦右同様、寄場え差入候様、可仕皆、被仰渡、可然哉－一奉 存 候 （ 悶 ）と指令したのは正にこのことを裏書をしている と考えられる。設備について言、えば、前にも屡々引用した「清陰筆記」の著書佐久間
畏
敬の実弟で、明治時代免囚保議事業の先達と
して令名あった原胤昭の著「出獄人侠護」にト郷村寄場の企図が掲げられている（誌）。何に基いたものであるかを審かにしないが、（
m u
それは単にト郷村の人見守場であるのみでなく代官陣屋全部の配置図である。即ち人足小屋は代官
陣屋の内に設けられていた である。そうして陣屋の一割は深い溝、渠を以て周囲か直面さ ていたと一 一口う。代官の手附役一人が寄場の長に任ぜられ、構内に常住し一切の指揮監督 任じたと うが、その他の下役等については下記の附添役
五 七
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人のあった外は見るところがない。
ここにおける作業は荒蕪地の「起返し」一点張りであった。
復は勿論就業中においても厳重に警戒した。（即）
寛政四年（主）十月、勘定奉行久世丹後守広氏が検見巡回の際ここの人足害場宇も祝俊民した
P
その報告書（前）によれ
ば、場内の秩序が立 ていること、荒地の起返 が既に十六町一二反六畝歩余に達七十分効果が挙っていること、当時三十三名の収容者中、七名程は百姓 して更生、その業を継続し行く見込みが立っていること、なお一一一十三名の謂わば素人百姓に対し男八名、女七 の指南百姓なるも がおかれていたことなどが明かである口
そうして一応荒蕪地開墾の効は挙がっている如く見えるものの、ここ も単調な労働に附唱え切れず逃亡 者や、石
川島の方に差戻しになった者も ため当時三十一二名に減少していたものである。そのため折角、「起返し」をしてもその後、作付に迄手が廻りかねるし、更に新規開墾をするにも労働力不足である。久叶．丹後守の視察があったのをきっかけに、同年 一月には竹垣直温の前任者であったト、郷村句代官篠山十兵衛から一度にドッと吾一口うことでは因 が、
ヘ一七
J
とりあえず十四名ばかり送って貰い、そ 余は寛政五年戸九三」の春から追々受入れたいとの希望が久世広氏合通じて中央に持目されている
o
この希望に対し江戸の人足寄場にはそれに相応する人足が十分間に合うと一一一回うことであった。（
m
）
同寛政四年十二月以降 篠山十兵衛及び竹垣一二右衛門の許に送られることになった人 姓名年齢の判明し もの
。 （ 別 ）
は左の通りである
こ の 際 、
人足十人位に一名の割で侍が附添い耕地への往
ー 百
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ここに現われた七十凶名だけについて言えば
平均年齢は二
十
五才七一
強で佐渡
鉱
山水
替人
足よりは若干若い。最年長
者も
四十一二才で
佐渡送りの
五十四才に比すれば透かに荒
い。最
年少は十六才で佐渡送りのそれより一歳方と廻る
。第一
回から第七回迄の平均年齢を見ると、
二十六上五七強
、
二十五才一
、
二十三才九
、
二
十七才七、
一 二
十一才六、二十凶才
四と言う具合で、僅か五名であった第六回の特別の場合を除くと何れも二十五才一前後で最も労働力の充実している時期である。これによって見れば幕府は佐渡の鉱山よりも
h
郷村の荒蕪地起返しにより優秀な労働力を送ったものであるこ
と明かである。これは申す迄もなく封建社
会の連前
として農民への取建を目差していたト‘郷村寄場がそれ自体佐渡より
は上等な場所と観念せられ いたことを
示
すものに外ならない。
而してこれらの人足は、白と紺の幅
主分位の縦縞木綿製筒袖と
吹股引
に竹皮の
笠を冠
ら
しめられたのである入
m
）彼等
が開墾作付しての収穫物は人足日常の食料に供し、叉、百姓に取立てた
者の一箇
年の手当として給するため
倉庫に
貯蔵
したものであると言う （向山）
人足教化手段として石門心学が採用された は石川島の人足寄場にお それが採用されるや、各地において右へ倣
え式に行われた結果である。石川謙博士の大著「石門心学史の研究」に「心学者を招跨して領民教化の実績を収めたものに、関東郡代伊奈忠尊を初め、甲斐石和 代官川崎定安、．下野真岡 代官竹珂一直温、甲府勤番支配近藤政明、駿河島
＼ ＝ 一 一 一
J
田の代官岩松純春など十指を屈するに足るものがあ
っ
た
o」戸六頁〕と見えている。この中、伊奈忠尊は秘平定信と合わず
寛政同年 は却けられているの あるが、竹
垣直温はそ
の子、直清、孫、直道の
一 一 一 代 に
五
っ
て代官となり、
ゴ 一
代に亙っ
て心学の引立てを行っている る ら 珂
一 直
温の教化手段としての心学採用が決して尋常
一 様 の
ものであったと
ム
/'., 
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は考えられないのである
。
石川博士の前著
には
「倫『代官竹垣翁事蹟考』によると竹垣
三
右荷門直温が、その支配地下
野・常陸の村民に道話を聴かせるために心学者を勝したといふ記事があり、自謙・玄養及び道二などの書
状には
、代官
の頼みによって比の二州に遊説したことが記されてゐるから、継ぎ合せて考へて見ると、真岡代官所支配の下にあった
ヘ四七
J
常陸の村村にも心学が
一 這
入
っ
たものと推定される
o」戸九頁〕ともある。
上郷村寄場の図には立派な「心学所」なる建物が見えている。「日本近世行刑史稿」には、元来代官の手附の一人た
る場長がここにおいて時々人足に対し講話をなし、これが精神教化に留意したとなしているが、何に基いたものであるか明かでない。何れ せよ心学教化に相当の力を入れていたであろうことは疑うべくもなく、これがあるいは高須賀村の秀蔵と一吉田うような の収容を望ましめる の重要な
一
原因であったろうことは既に述べた如くである。
ところで、勿論厳
重な警戒を
していても、作業は最も単純で骨の折れる荒蕪地起返しであるし、心学の道話とても必
ずしもそのまま面白く、素直に人足の耳に入る筈もなか
っ
たのであるから、脱走を企てる者も少なしとしないのであ
っ
た。寄場における罰則等は初期は原則として石川島人足寄場のそ に倣ったものであった。随って寄場逃亡の刑罰は時期によって多少軽重の差はあるにしても、太来、ここは江戸と異って警戒手薄の地であるだけ石川島よりは重いのが事実であった（丸、一覧表参照。）、翠置例妻、古、新集に収められている逃亡人足の事例は寛政十 年（与、文化
四年
（与、および文化十
三年
三一とのものがある。
最初の例は寄場入塁、甲州無宿、彦七事次助なる者がト
一郷村寄揚を逃げ出し、盗みを働き、捕えられた際の処刑問題
である。寛政十
二年
、関東郡代、中川飛騨守から評
定所へ
伺が出た
。岡部内記
が火附盗賊
改加役の節
、その組廻りの者
が右、次助を逮捕、尋問の結果、ト
－郷村寄場脱走、窃盗を働いた者であることが判明、岡部より伺の上、中川に引渡さ
れた。中川の手で訊問の結果左の事情が判明した。次助は甲州出身で無宿となり、寛政八年（た）五月、坂部能登守町奉行の節、その手の者に捕えられ、甲州道中府中宿 夜具を盗 取
っ
た科により、軽山非犯として、蔽の上、人足寄場送
りとな
っ
た。ところが翌六月、使先から逃亡、所々俳畑中を、
八
月
に池田雅次郎組廻りの者に逮捕せられ
、寄場逃亡罪
により、寄場入墨 上、重敵 御仕置をうけ （陥）再度、寄場行きとな
っ
た。翌寛政九年には、代官竹
垣三
右衛門方へ引
EE F
酢
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渡され、上郷村小屋場に生活することとなった。しかし「農業致し美義を難義こ存じ」二年後の寛政十一年ヘ一七
J七月某
ftE
まの
EEf
九 九 ＼
目、同郡今鹿島村地内荒地起し返しの場所に働きに出た際、番人や外の人足達の日間を見計らって、野先から逃亡した。それより江戸に出て、奉公稼ぎをしようと言う心算で横山町二丁目常右衛門方へ目見えに行 た折、そこにあった女物小袖三点を窃取逃亡、盗品であることを押隠し、品川宿喜太郎店吉兵衛方に同居の藤兵衛なる者を介し、右の吉兵衛に質入れして貰った。その後 同所において岡部内記の組廻りの者の手に捉えられるに至ったと言う訳である。
ご七
J l
、
さて中川郡代の伺いの旨趣は右の如くであるとすると、寛政九年
f九七」匝七月度の寄場人足御仕置箇条書（九の一
覧表参照）にね「寄場逃去盗いたし候もの、死罪」とある 見合わせ、外の人足ども 見せしめもある段、上郷村寄場において死罪に処することにするかどうか、御指示 仰ぎ度し 言うの ある。
これに対する詳定所の評議の文は極めて文意の通りにくい悪文であるが、要は、寛政十二年三月、江戸町奉行小田切
土佐守、根岸肥前守取調べ上申の通り取極めとなった御仕置箇条書（域開一定年側一）（九の一覧表参照） 臼「構外え出罷在逃去叉ハ使先より逃去候もの、初度は鼓豆、二度目は入墨蔽童、但し後悔致し立帰候ハパ一二十日手鎖」とある条項及び前科とその仕置に見合わせ、増入墨の上、重敵申つけ元の如く上郷村寄 に遣わ て然るべしと言うに在り、結局その通り処置せられたのである。（山川）
文化四年の例は火附盗賊改、荒尾但馬守伺で下総無宿、入墨、平蔵の盗に関するものである。平蔵は入墨、重蔵の御
仕置をうけた後に上郷村寄場を脱走し、その後盗み やめず、百姓家の入口戸締りを押外して侵入、衣類、合羽等を盗みとり、あるいは質入し、ある は売とばししていた。先頃逮捕の節 溜預け申付け、溜に帰る際 縄つきのまま護送者の手をふり切って逃走してしまった。そう て仲間を組んだり 単独で所々の町家 武家屋敷 百姓家の竹矢来、板恨析を乗越え、戸締りをこじあけ押外して六ケ所に侵入、衣類、反物 帯、合羽 蚊帳その他を盗み り、仲間を組んだ場合は山分けとし、盗品は質入、売却 預置きなど ていた。その上、富五郎なる者 女房いくに不義申掛け、承引せぬからとて、無理に引連れ出し、親夫迄も殺してしま と脅迫し 在所を連歩いては あるいは妹だと言ったり、あ いは女房だと言いふらし その上 助左衛門方に逗留の内 無理無態 いくを手込めに致したる段不屈至極なりと一一一口う訳で、引廻しの上 打首 なった
o
（ 陥
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四
文化十三年の場合は、上郷村の寄場人足栄一蔵事鉄五郎は文化十年（一引）八用に他の人足共と一緒に石川島から荒地起
返し人足として移されて来た者であったが、翌文化十一年八月に逃亡。松下河内守が火附盗賊改めの節同人ガに召取られ、竹垣庄蔵直清方にて受取り、吟味致したところ、寄場因矢来を乗越して逃亡した旨自白したものである。随って正に死罪相当の者であるが、今や起返すべき荒地も残少なになり、このヒ佃島から人足を受取るにも及ばず、残っている人足どもは追々改心、耕作 精を出しており、鉄五郎を死罪に処したからとて、別に見せしめにもならない。そこでこの際は処罰をゆるめ、鉄五郎は石川島人足寄場に差戻すように致したいとは竹百一代官の意見である。さればこれに基て勘定奉行服部伊賀守貞勝も、も や見せ めの意味もなくなっている土は、後々の弛み なると言うこと 考えられないから、死刑をゆるめ竹垣代官申請の如く佃島差戻しにしてはいかがと思われる 評定所 伺い 出したのであるこれに対し評定所は集議の結果
此儀小屋人足を以、可起返荒地残少一一相成、此ト一佃烏より人足受取ニ不及、相残居候人足北ハハ、追々改心、農業致出精候由ニ御座候得共、元来無頼之無宿ニ付、改心之休ニ相見候得共、自然此後逃去問敷共難申筋一二
m
、見懲之為ニ無
之との儀、治定難致、素より小屋場囲矢来を乗越逃去候得パ、死罪ニ相成候ヲ乍存逃去候ものニ付、右不屈’
h
難 遁 、
ムんト郷村寄場人足御仕置之儀、素々江戸寄場人足御住置ニ准 申付候儀之処、寛政十二申年、江戸寄場人足御仕置ハ相弛ミ候得共、上郷村寄場人足ハ、野田一一放遺候儀ニ付、御仕置弛ミ候はば、逃去候もの多く可相成と 共己前同九巳年相改候、江戸 通 居置候様仕度段、中川飛騨守関東郡代議爪役之節相伺、共通被仰渡候儀ニ付、最早人足受取 －一一小及程之時節ニ至リ候上ハ、江戸寄場人足御仕置之通、弛ミカ之儀別段相伺 ハ格別、今般之鉄五郎ハ、是迄之御仕置ヲ以死罪可申付回目被仰渡可然哉 奉存候ハ附）
と、服部伊賀守、竹垣代官らの考を却下し、かくて鉄五郎は評議の通り死罪に処せられた。これは竹知 代官 温情主義が中央において容れられなかった訳で、中央において次第に寛刑主義に化して行 とは一一言っても、それも程度問題であった。
要するにト、郷村の人足寄場は封建社会維持の基盤となるべき農村の振興にその目標があ
η
たのであるから、釈放後は
特に人是の主着化に留意した訳であった。通常、ゴ一箇年規定を遵守し 労働を続ければ釈放さ のである 入即）‘適当の引取 のない場合は多くは附近の百姓の養子として引渡した。成績の見るべき のある時は 北越方面からつれ
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来た女や、日光叉は水戸街道の飯盛女や娼婦などを以てこれが配偶者たらしめた。そうして、間口二間半に奥行五間（或は言う六間）の家屋一棟、家族員数に応じた一箇年間（或は一一一口う二箇年間）の食料、農具一引、田畑およそ六、七反歩（或は言うおよそ一町歩〉を給与してご戸の百姓に取立てることと定め れた。こうして取立てられた農民の子孫は、明治末年、大正初年において、上郷村大字上郷小字角内十八戸旭村大字今ケ島小字稲荷前三十五戸同皆畑五戸作岡村大 安食；五
の多きを算したと言う
o
（瑚）これ全く、竹垣代官その人の賜物と考えることが出来るであろう。竹垣直温はこの地の
代官たること二十年、文化十一年（一臥）江戸において七十七で逝表した
o
（則）翌十二ギに管内の有志相図り、額一徳の碑を
上郷村別雷神社の澗前に建てその徳政を不朽に伝えんとした。名づけて「竹垣君徳政之碑」と言う。更に旭村大字稲荷前及び皆畑においては陰暦十一月十一日竹垣祭と称する祭典を施行していたと言うのも彼の施政のいかに民心を把握したものであったかをよく物語っているものと言えるであろう。（
m
）文化十三年（一則）八月以降、文政三年（一一似）八月迄
の聞にここの人足寄場は廃止せられたのであるが（
m
）これは起返すべき田畑がこの辺になくなったことも原因の一で
あろうが、竹垣直温その人の逝去そのものもまた重要な原因の つ なっていることは疑 いところと思われる。
箱ハ函〉館人足寄場幕末、風雲急を告ぐるに至るや、幕府としても江戸市中の綱紀取締りは益々重要性を加えるに至ったので、無宿非人
等をいかにするかを真剣に考えざるを得なくなった。単な 追放刑は既 意味をなさなくなっ で、人足寄場様の徒刑場を設くるが第一の方策
D
浅草の非人寄場などもその一例に外ならない
D
更に北方の問題がクローズー
アヲプされて来ていたことも加わって、文久元年（む）一一一月下旬 幕府は新た 箱館の地に人足寄場を取建てることしたのであった。そうしてその目的とするところは蝦夷地の開拓にあっ ものの如くである。当初そこに送るべき者と
六 五
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六六
しては
k
（A
）軽犯罪者及び女犯僧の両種のもので御仕震を特に免されて寄場人足に差加えられたもの（
B
）江戸の地
を俳御する無宿者（
C
〉女性の・寄場人足、（
D
）江戸市中の淫売婦などが予定せられていた
o
（問）ついで同年七月の候
にはこれに加えて、開発の仕事が第一との観点から、（
E
）・寄場人足中、百姓素生の者を箱館人足寄場のみでなくその
外の代官等ヘも引渡すことがよろしかろうと言うことになった。（
m
）
翌文久二年正月には、（
F
）重追放以下の御仕置を受けて人足寄場入りをした無宿者（
G
）無罪寄場入りの無宿者を
も蝦夷地御用人足として同地に送り込むこととなった。（問）
同年八月には老中板倉周防守勝静の意見により、（
H
）侍、出家、社人、百姓、町人共遠島の御仕
置
をうけた者の中
で強壮なる者（町奉行より引渡し）ハ
I
）童、中、軽追放、江戸拾里四
方
追放、江戸払の御仕置をうけた者の沖で、強
壮なる者（寄場奉行より引渡し）をも有宿であ
っ
ても蝦夷地御用筋人足となして、この地に送ることとな
っ
た
o
〔 悶 ）
このように箱館人足寄場なるもの 送り込むべき者の種類も追々定められたのであるが、果してこの人足寄揚が
一先
ず出来ト一り、どれ程かの人員が送られ、何程かの仕事をなしたのかど かと言う点になると、全く不明と申す外はない。恐らくこのよう 時勢故十分完成 その効果を、挙げる 言うまでに至ら い裡に幕府は瓦解して有耶無耶に終ることになってしまったものではあるまいか。
十
既に三、において述べた如く、追放刑なるものは、犯罪者を甲地より乙地に追うに過ぎず、申地の利益は乙地の損害
によって保たれる訳で、戦国時代諸侯分立の世 多少の・意義を有したであろうが、
一
統の江戸時代の刑としては策を
得たものではなかった。そのために八代将軍吉宗、 るいは老中桧平定信らもその不合理に気づいてこれが改正を計ろうとしたのであっ が、必ずしも十分な効を挙げるまで 至らなかった。人足寄場設置の如きもまた実に追放刑の改正と密接な関係を有することであった。
天保改革の大立物、老中水野忠邦はやはりここ 鑑みるところあり、（
A
）追放刑の改正の必
要
を痛感したものの如
くである。それと同時に水野忠邦の考の基本には、〈
B
）人口の都市ハ特に江戸〉への集中をいかにもして防止すべき
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であるとの方針が厳存した。彼のとった政策の一見矛盾しているかに思われる点も、されて来る である。
ヘ一八
J
水野忠邦が老中となったのは天保五年戸一一一四」
三
月一日のことであり、所謂天保改革が不評でその職を退いたのは天保
十四年
fm
町一日間九月十
三
日のことであ
っ
た。彼は老中就任以来、鋭意各万面の改革に努力していたのであるが、その一
つに人別改令が 。人別改方そのものは一六保以前にも数回の取締りが行われ、特に珍しいと言う訳のものではなかったのであるが、この水野忠邦の人別改令は、その趣旨が都市殊に江戸における人口集中を制限し、百姓の退転、農村の荒廃を救済しようとするに在ったことは注意を要する。
天 保 九 年 （ 一 一
M
）閏四月二十一日、勘定奉行内藤隼人王位佳は水野忠邦の意を体して、近国農村人口が減少し、荒地を
生じ、その反面江戸に人口 集中し、救済費用もま 馬鹿にならぬものがある故いかにしてこ を防止す かについて各人の意見を服蔵なく申述すべき旨を郡代々官らに伝え それに対し同年五月より翌天保十年
三
月までに郡代々官ら
三十四名がその意見書を提出した。その意見書は「旧里帰襲」と題して市中取締類集に収められ いる。当時の江戸北町奉行、大草安一房守高好も叉意見書を提出した筈であるが、その意見書は明かでない。爾後人別改めの事務は北町奉行所の管轄となり、大草 後任者遠山左衛門尉景元勤役中、数回、水野忠邦と交渉往復あり、その間寺社奉行、勘定奉行との交渉もあった。而して遠山景元の次の阿部遠江守正蔵の時 至ってようやく人別改令 発布を見るに至った である。その間前後六年を要し、主任者
三
度代えて始めて政令の公布を見るに至ったものである
o
（m u
＼
4 1 J  
一方、一六保十
三
年戸昨日己五月、遠山景元が南町奉行鳥居忠耀と連名で、野非人は無頼の無宿であるから、悉くこれを
石川島人足寄場に収容すべく こ ため寄場増設の要あらば同所附近の板材木炭薪置場三千三百坪余を収公し、そこに建設すべし 薪山灰置場は深川養生所附ト．納地ヘ移転せしむべきである。さてこ 増築寄場にては本来の寄場の泊絞り以外の各自習い覚えの手業をなさしめ または人足 土方として使役す かくせば寄場増設費、掛 員手当なε
の外は費用を節減しうる。野非人中には織多非人もあると思われる 、その数必ずしも多いとも考えられないからそ
の分としては浅草溜後の空地 小屋をつ り 人足寄場とほぼ同様の施設をなすべきであると水野忠邦に意見上申 なしたのであった。要するに遠 景元らの意見は野非人と称し、非人 称呼はあるが、その大多数は平人素生の者である
」のことを考慮にレれる時は氷解
／＼ 
七
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六
八
から、これらは人足寄場に収容し、積多非人の類のみを非人小屋に収めんとしたものである。
しかるにこれに対し、水野忠邦は、人足寄場増築はやむを得ざる場合の策であって賛成出来ぬ。前々から指令してい
る江戸人別改めを厳重にし、在方より入来る遊民を排斥、制限せば自然人数も減少すべき筈であるから、人足寄場増設の如きは至急を要する問題ではあるまいとの反対意見を述べ、ただ非人容場の創設に関 てはその必要を認め、そこに非人寄場なるものの出現を見るに至ったのであ 。（
m
）
＼一
1J
しかるにこれより先、一六保九年（一一てん〕には寄場費用節約のため追放刑に処せられた者を人足寄場に収容することを停
めたが、同十二年には同九年以前の旧制に復し、江戸払以上の追放刑に処せられたものを 人足寄場に収容す ことに改めているのである。そうして更に天保十二年には、曾て、八代将軍吉宗や老中松平定信が手を染めたこと ある追放刑の改正について、これ 代るべき適当 刑なきゃを評定所に諮問した である。しかるに評定所の答申は追放刑に代るべき刑なしとして、その廃止については何ら積極的 のって来ず、むしろ頗る難色を示したのである。水野忠邦自身は追放 廃止の意向であり、評定所 議は余りにも御定書 拘泥せるものであると 見地より、翌十
三
年には再評議に
附し、三奉行は更に古今 律令等を掛酌討議してその換刑を考え、もしそ 中において異議を生じ一決せぬ場合に 、各自の意見を進達すべき旨を令したのである。
ここにおいて同年十一月三奉行は各自の意見を答申するに至った。（寺社奉行）未だこれに代えるべき適当な刑はないとは考えるが諮問の趣旨に基いて再考の結果、追放の刑名はその
まま存し、百姓、町人、無宿のこれに相当者は当分、陸奥、常陸、土野、下野等の荒蕪地多き地方に遣わし追放刑 軽重に応じ一定期間その起返しにつとめ め 期満 後、郷里に帰住す り、他郷の引受人に引渡すなりし、なお無宿あるいは希望者は開墾地にて帰農せしめるのがよろしかろ 。但 江戸払は江戸の人口増加防止の よりするも存続せしめて可なり。武士、僧侶の追放 は存続せしむ も と守
（江戸町奉行）追放刑廃止とせば、徒刑を以てその換刑とすべきも 徒刑の遣法たる人足寄場の実状が多くの死者、
逃亡者を出すのを見れば、徒刑 如きもこれと同一程度 設備では 改心 者少く却
っ
て、逃亡者の族出するに至るべ
く、余程慎重に事 運ばなければ実効を挙げるのは困難 ろう 百姓、町人の徒刑犯、及び無宿をそのまま人足・寄場
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に入れるならば、おのずから悪習に感染し、良民に復帰するものはなくなってしまうであろうから、彼等のために人足寄場とは別に寄場を設けてここに収容し、身体の強弱 応じて、男子 米
春
、紙漉、屋根板剥等、女子ならば紡績、機
織等の工役を課すべきである。入所期間は追放刑の軽重 よるべく、改惨の状 き者は永く寄場に留置しおくを可とする。叉大名領地のものはその領内の寄場に収容すべきである。武士は仮令徒刑に処しても百姓町人と同一の工役に服せしむべきでない。男子は罪の軽重により一定期間、同所役人の手元用達とし、女子は女手業場の差配を命ずべく、大名の家臣も叉、領内の寄場 収容せしむる と前 同じ。僧侶 神職の中一定以と 資格者は武士に準ずる。官人は徒刑に処し難いから従来の通り座頭の総録に引渡す。機多非人はこれを非人寄場に収容すべきものである。
（勘定奉行〉遠島、追放
二
刑は武士、僧侶、は聞より百姓町人の身分あるものにと
っ
ては十分効果あるものであるが
故に従来の追放刑を存
置
すべきも、無宿及び百姓町人の生計に苦しむ者には追放刑・は却って係累を免れ得たこととなっ
て一層放縦 陥る結果を たすものとなる。よ
っ
て諸国に無宿のために寄場を設け、追放に処せらるべき者をここに罪
の軽重に従って一定期間拘置すべきであ 。
右のような二一奉行の意見を参取して、翌天保十四年二月老中は十項目について評定所のメンバーに対し諮問するとこ
ろあった。評定所では勘
定
奉行が評定所一座評議書案を起草し、寺社奉行、江戸町奉行はこの原案について討議をとげ
た後、老中に具申するところあった。その十項目の一々について諮問案
三奉
行の
答申を述
べることは避けるが、そこ
に見らるるところは、川
w
百姓町人においては追放刑を廃止せんとするも、武士、神、豆、僧侶に対してはこれを存続せん
とするか又は少くとも百姓町人とは異
っ
た扱をなさんとする寿であ
っ
たこと、同寄場の名称を用いるも江戸においてす
ら従来の人足寄場 は全然別個のものを考えていること、付そうして江戸、京都、大坂などの大都市に無宿らの集中来るを防がんがために、寄場を各一大名領に設置す と、山山寄場における諸規定は従来 人足寄場 それに準ずることなどであった。これらは老中の諮問がゴ一奉行の意見をとりいれて 上 ものであ から何れも前の三奉行 意見を繰返したところや、綜合し ところが見られ のは当然であった。
殊に老中の諮問第一条において、百姓町人の追放刑に処せられたるは皆その木国の寄場に一定期間収容し、その間日
々工役に服せしむるも、衣食を給する みで、手当を支給せず、満期免除 際も補助を与えず本国の親族に引渡し、引
ノ＼
九
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七。
受人なき場合は無罪の無宿に准じて取扱う。無罪無宿も寄場に収容するも期限はなく改惨の状あるに及んで寄場を出し、補助を与えて正業
に
就かしめん、とあったのに対する
三
奉行の
意
見は天保十
三
年十一月度の物と大休異らないが注
意すべきものであった。
勘
定
奉行は、
太
国
の
寄場
に
収容するのことは方石以上の大名の場合問題ないであろうが方石以下、代官所、預所、遠
国奉行所管下の時は手数と費用が大変であろう。故に爾後追放に処せる百姓町人は、すべて人足寄場に入れることとし、従来人足寄場
に留置
し来った無罪無宿、又は入墨刑の者は代りに爾後これを太国に帰らしめ、場合によってはその地の
寄場に投ずぺし
。
叉、引受人無き場合無宿無罪に準ずべしと一言うは、おのずから伯囚徒の失望を招きて怠慢の弊を生ず
るであろうから、大名領地の
者
は土著せしめ、他は本国の親族役人等に引渡すべし。再犯
者
は加
重
すぺし。と言い、寺
社奉行は勘定奉行の案に同意するも再犯加重は赦免の効なしとしてその点のみ反対した。
江戸町奉行は、追放刑囚を太国の寄場に収容せんとする諮問案に賛成し、本国に護送する手間、費用を節せんがため
に何れの土地
に
おいても土著するよう奨励すべしとの考は、引渡しをうけた者は必ずや
煩
わしさを厭って隣境に放逐す
るような弊害を生ずる恐れがある 方 貧民は取締りが寛大で必ずしも還送せられぬと聞けば或いは飢えをしのがんがために、江戸、京都、大坂などの都
会
地に集中する危険があるからとて反対した
。
要は引渡し手続の簡を得るに在
りとし のである。
天保十
四
年七月十七日、以
上
の十箇条諮問に対するコ
一奉行の考を勘案
参
酌した老中は更に一
二
の
点
について審議を命
ずるところがあった。それについて、三奉行 聞に審議が継続せられたらしいが水野忠邦がその年閏九月十一一
一日に老中
を免ぜられたので、この改正の議も中止となり 追放刑も存続と言うことにな
っ
た
ら
しい
o
（川）
しかしながら、以上
の
老中の諮問、
三
奉行の答申を見る時、何故に天保十
三
年に水野忠邦が人足寄場増設案を不急の
事として却けたのか
を
理解することが出来る。水野忠邦はこの種の収容施設を不
急
不要の事としたのではなく、全く別
種の寄場、それも出来得ペくんば各大名領内にそれぞれの寄場を設く を以 策の
優
れたるものとしたのである。この
点に叉、代りに非人容場の設置が許可となった理由が存するのである。
一
方に
おいて幕府が、その直轄地あるいは大名領に対し、寄場の設置を奨励したことは右の経緯から見ても当然のこ
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とであった。
天保十四年間九月、大坂町奉行より江戸町奉行への照会によれば、大坂においては無宿の平民及び非人（抱一野）を収
容するための寄場の新築成るまで、当分高原溜の一部をこれに充て、男女別々に収容し、各自相当の労役に服せしめたことが見えている。また同十五年五月、京都の町奉行より江戸町奉行への照会にも、当時京都に仮寄場が設けられ、無宿、非人を収容しつつあ
っ
たことが見えている。
新築工事には相当の経費と日子を要するので、各地において便宜仮寄場を設け、以て幕府の方針に違背せぬように努
。
（ 問 ）
めたものである
長崎寄場の設置時日は明かでないが、刑務協会に長崎県監獄署の「慶応元丑年、送証文井罪名」なる控帳簿が所蔵せ
られているからそれ以前なることは明かである。
秋田の寄場は旧城の甫現在の秋田市の東南 金照寺山 北 太平川の岸沿いに建てられたものであるが、その建立年
代は明かでな 。秋田県史によれば「藩政ノ末年」であったと思われる。（瑚）
長岡の宣言「 岡市史」によれば河井継之助が慶応二年（京）十一月に郡奉行兼番頭格町奉行となるや風紀改良
第一着手として設けたものであるが、手業に従事せしめ、或は人夫として使役し、その賃銀中より正業につく場合の資金を積立てしめたり、教化手段として夜分時々人定を一堂に集めて場長自ら心学太・を読み聞かせたとあるところよりすれば、会く幕府の人足寄揚にならったものたること明瞭である。
「福岡県史」によれば黒田藩は安政年中、福岡憐木屋浜に徒刑場 設置したとある。小倉にも徒刑揚が設けられたと思われることは福岡県史資料第五輯所収小倉藩政時状記によってうかがいうる（読）。松山では嘉永
三
年
（示）に現在
の松山市三津口町及び小栗町に徒刑場を設けたと一一一一回う
o
（問），、
九 、 一 八
J30
（ 問 ）
水戸藩では一犬保九年戸一一一八」九月に城東 細谷に徒刑場を設けこれを人足寄場と呼ん
f
相馬藩は賭博犯に限ってこれを「奴仕」と称し土工として使役したと言う その開始年代は明白ではない。（
m u
以上の諸例 その開始時期の明かでないものもあるが、そ 大部分は幕末、天保以降のもので、矢張り、水野忠邦が
七
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七 一 一 ．
幕開として各地に寄場を建設する方針を打出したのに則ったものと考えられる。随ってその多くは十分な効果を挙げないうちに維新に際会し、瓦解、あ いは変質したも であ 。
さて石川島の人足寄場については却って幕末時の史料は少ないのであるが、開港の時に当っては、品川湾の堤防、横
須賀の埋立等、進歩的な大土木工事が起り、ここに多くの寄場人足が使役せられるに至ったため、町方与力にも二人の人足寄場常掛が置かれ訪比とになったと言う。元治元年（広）の水戸筑波山等件 武田耕雲斎一党の浪士も多数ここに拘置せられた。彼 は降ド八 呼ばれ、薄黄色の被服を著用せしめられた
ofML
ご八
JU
土木工事の一としては慶応二年戸六六〕に倉建せられ数年後に早くもとり壊されるに至った石川島燈台は二代広重の東
京明細図絵にも写されて るものであるが、これは寄場奉行清水純崎 指導下に、寄場におけ 油紋りと炭団製造の純益金で作られたもので、光源は寄場で搾った菜種油で、燈室の障子紙の代りに薄くした羊の皮を張り、その光力は三里に届いた。（問）
この外、九段坂上にも燈明ム口が同様に寄相 人足たちの労働の記念碑として立てられた
o
（ 邸 ）
やがて慶応三年（む）十二月九日、王政復古の大号令が発せられ、官職制度にも屡次の改制が行われたのであるが、
しかしそれは多事多端の動乱期に当っ は先ず申央官制だけであって、諸制度 及ぶものではなか 。刑獄のことも、未だ地方庁に委ねておかねばならぬ有様で、職制そ 他頗 整備せず、また朝令暮改の状はおおうべくもなかった。翌慶応四年（明治元年）（
FM
）五月、江戸市内の獄舎はすべて鎮台府に属し、石川島寄場は民政裁判所に管せられたが、
同年七月鎮台府が廃せられ、鎮将府がおかるるや八月人足寄場はし らく会計局に属することとなり、十一一月 至って東京府に移管せられた徒揚にあてられた（正式に徒場と称せられる 至ったの つ一年二月二日）。その間十月仮律の制定があって、新たに徒刑制度が採用せ る 至っ がためである。各府藩県も旧寄揚を以て れにあて、多くは範を石川島徒場にとっ らしい。
翌二年七月養老の職員令を参酌して官制改定あり、復古的な諸官制が設けられた。十二月その刑部省内に囚獄司をお
き、東京における獄舎はすべてその直轄 移された。三年二月 旧岡山藩士、後の貴族院議員 小原重哉を特に抜擢
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て囚獄司権正に任じた。縄は「獄内諸般の宿弊を改むると共に屋舎の改修、衛生施設の改善を計り、囚獄司中に医局を設け叉石川島徒場に於ては特に教育及作業事務を刷新し、四年一月心学者内田勘左衛門をして心学を講ぜしむる等、獄制の改良大いに見るべきものがあった
0
」（叩）
その間三年十二月新律綱領の頒布によって徒刑制はほぼ確立ム、地
方
における徒場の職制は石川島のそれに倣うもの
が多
かったことは前に述べた通りである。かくて、石川島人足寄場は徳川幕府の崩壊とともに一旦姿を消し、明治新政
府の下に石川島徒場として更生したことを知るのである。明治六年二月二十五日には徒場は徴役場と改称され、九年二月には徴役暑となり各種獄舎の内務省移管に伴い更に十年七月監獄署の名称に移るに至り、十七年八月、石川島監獄分署と改称、十九年八月これを南葛飾郡平井新旧に移転せんことを内務省に葉請したが、後
二
十一年六月に至り東京府臨
九 、 一 七
J
時府会の議決をへて、石川島監 分署移転先を巣鴨に変 、その十 に内務省の認可を得た。かくして寛政二年
f
九
O
」
創設以来、徳川幕府の瓦解に至る迄約八十年、その後、全く変
っ
た形となりながらも通計百年以上も存続して来たこの
施設も、目 清戦争後明治二十八年には完全にその姿を設して行ったのである
o
（瑚）
十四
以上、冗長に述べ来
っ
た後を振返
っ
て見ると、加役
方
人足寄場はたとえ長谷川平蔵の時宜を得た建議によるものとは
言え、根祇には、農村の荒廃、食いつめた民の大都会特 江戸への集中、それに対する防止策と一一一口う封建社会崩壊期の根本問題がひそんでいた。そうして大きな目で見 ば戦国時代より 違法た 追放刑をいかにして改正するかと一一言う点から発足していることも疑を容れぬ。そのため 当初無罪無宿叉は無宿軽罪者に対する授産場として発足したはずのこ
ヘ一八
JU
の施設も、文化
二
年 戸
O
五）以降追放汗に処せられた者をも収容することとなり、ここにその性格を変えるに至った。そ
の後、経費の問題から収容者の範囲に広狭の差 生ずることがあったけれども、 か 徒刑場 しての一面が附加せられるに至
っ
たのである
。
天保年間、水野忠邦が老中となり、世に所語、
天
保の改革を実行せんとするに至った頃、追
放刑の改革 農民帰住策が目論まれ そのために寄場制度 もの 再び時代の脚光をあびるに至った。幕末に各地に設けられた耕地開発、土木工事を主作業とするよ な人足寄場 徒刑場は何れも天保期における幕府 方針の反映であ
七
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七
回
り、また徒刑場と称したところがある点において、先に述べた変化後の性格を明かに示している。
随って明治維新に際し、例えば石川島の人足寄場の如きが、新政府の手に引継がれ徒場と姿、形を変えて経営せられ
て行
ったのも故な
しとしない。
総体的に見 、この施設はこの種のものとしては世界でも最も古いもの 一であり（瑚）ある程度の効果は挙げたと言
えようが、事実
vピ衛生
設備が不十分であり、また衣食住の給与条件も劣悪であったので、病人、死者も必ずしも少なく
なく、入所人足の無頼性と相侠って逃亡も多かった訳であるつ（削）流行の表現を用いれば、それは社会救済施設であったと言う りも 崩壊期封建社
会の
恥部
をおおう無花果の葉であっ
たと称すべ、きも
のであろう。
註（凶）御仕置例類集、盗賊之郎三
O
二号
（間）同上、取計之部、主
O
号 、
（凶）同上、盗賊之部、ご九
O
号 、
（国） 国 （印）（別）（即）（
m
〉「寄場人足旧記留」所収、文書による
（旧）同上、
寛政
十年、「佐州金銀山為氷替無宿被
遺候様
仕度申上候番付」
午三月四日構津守殿御下ケ
佐
弁I 佐
金 州
金銀 銀
山 山
為也
主
迫品
々 宿
被神
主選
管様
摂仕
得出
金事
口上
時帰
京i差
益付
九
人
之
内
拾
人
余
病
気
而
ア~
替
業
難
成
地3
雇
ァk
替
も 一一一一一一一一
差 I I 
加 I 1r 書 i
候鈴 ！午も 面｜
得 l三被之｜
共木｜月仰通 ｜
打 1 四渡被 i
続新｜ 日候仰
出 I 段渡
7.k 吉 ｜川是奉
相 ｜村又 畏
増 ｜嘉奉候
差 ｜吉長町
支 I 候憲
候 ｜ 行
書面之無宿都合橋一人佐州江差遣候様可
仕皆一被仰渡来承知候
午三月朔日小田切土佐守
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問当年茂四主人程被遺被下候様申上候積御座候処壱度一一可被苦人数一一一限
p
有之多人数数度ニ引分候は才領も差支其上雇足軽等之御
入用多分相増候
義
二付以来越後
国
中よりも無宿引取候
義は
相成市問舗哉之段尤江戸表よりも
壱度
ユ拾人を限り候是迄之通被
遣候様
仕度段同投連名を以奉伺置候処会巴七月中御勘定為仕上出府仕候佐州御蔵方地設人御用相済寄り当月中旬宅一一一は帰国仕候様可相成問右序ニ才領為仕先拾人も被遺候得は央丈ケ都合宜被存候－一付小閏切土佐守江南談侠処差安佐一之官申開候間諸事士宮巳年無宿被を候節之振合を以比節先恭一人被差遣候様仕度奉存候伺之通可被仰渡候ハハ土 守江も被仰渡御座候様勿論右 外不足之分ハ当秋 仕候支配江戸詰地役人
召連
候積倫叉其節奉伺候様可仕候依之申上候以上、
午
＝一月鈴木新吉
（問）向上、
享和
二年主月八日附、根岸肥前守より寄場奉行への達、
（印）御仕置例
類集
、一旦御仕置－二属候後又ハ吟味中等ユ致悪事候部、一一一一八号
（問）向上、盗賊之部、二九八号、（邸）註 凶 に同じ
。
（国）「出獄人保護」の常州上郷村小屋場の記述については、犬正初年、水戸謄獄の典獄であった立石重司の調査、助力によると
とろ多しと
陳胤昭が断り書きを
している
から
、恐らくは水戸常獄に引継がれ、所蔵せられて
いた脊料に土ったもの
であろう。
（即）同上
書
（m
）「寄場人足旧記留」所収支書、
寄場人足荒地起返之
義
申上候書付、
一 目 ぽ 衛 門一 ー ペ
川ー 日
t
鉄太郎
久世丹後守
郡代支配御代
背篠
山十兵衛支配所常陸
国筑波郡
上郷村寄
場
人足荒地起
返
方之儀当秋私検見廻村之
序
見分仕候処小屋
場
内惣鉢取締も
宜相見右小屋場廻り荒地之分
は
田畑共充分起返作付仕右人足共之内当時七人程はト町民相続可仕心一底之相見
へ
候室内り出役之者甲関
候則起返作付仕候反別井寄場人足等別規寄付入御覧申候以上
七
五
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七
/'¥ 
子十
月
s1:11:1 
京
之
常州筑波郡
上郷村
荒地惣反別百武拾＝一町六反歩余之内一、起返反別拾六町一三氏 畝
此訳
田方六町六反九畝歩余
豆町六反九畝歩余
F
壱町歩程
畑方八町九反六畝歩余
三町三反歩余小麦仕付
F
壱町五反七畝歩余犬麦仕付一一一 九民三畝歩茶種仕付壱反六畝歩品々 野 仕
外七反歩程
’
是は村内
E h
はが兵衛引請自分起返候分、
右者寄場人足起返作付仕候分書面之通御座候以上
子十月
寄場人足起返
不作
作付
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伝：勺i国
助子弐十玄才
人数合七人
惣 人 数 一 一 一 拾 三 人
外指南百性格一五人
男八人女七人
同上奥問武越
内
七
d七
蔵子三拾弐才
八国
駒
子弐十才
方 HI
次子三十二才
定州
子
二八
十
弐
才
亀国
駒
子三十才
勇州
八
子三十七才
忠後
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七
八
右は常州上郷村寄場人足之内当時百性件可相成与之者書一間之通一一相座候以上
子十月
（問）同上、越中守股御渡
書面久世丹後守申上候趣被仰渡牽承知候則寄場奉行江も申渡候
十一月サ二日間宮諸左衛門
奉、村田鉄太郎
常州上郷村寄場人足之犠ュ付申上候久
一
世丹後守
郡代支配御代官篠山十兵衛支配所常州筑波郡上郷村荒地之儀寄場人足を以迫々起返当時人足小屋建置候字角内坪之分者先
達
而申上
置候通田畑反別格一六町＝一反余皆起返り被成候処是迄迫々議長又は差戻候分も有之人数減少仕此節之人数ユ而は右起返
h y
候場所諾作
付等手廻り兼且比 外荒地之場所起返－一取一掛り候 付猶叉農業可仕鉢之人足請取度旨十兵衛申聞候尤一旦 ニ請取 而は小屋場差支候儀も有之候問先此
節
裕一四人程請取其余は来春より迫々請取候様仕度皆同人申開候依之間宮諾左衛門江懸合候処此節右人数理は引
渡可申者有之 旨申聞候問猶同人江市談右人足十兵衛方江請取彼地江遺候様可仕悲存候依之奉伺候以上
子十一月
（附）向上
K
よ る 、
（削）（問）原胤昭、前掲害、（m
）九、の一
覧
表によれば
寛
政八年八月現在の規定によればロ「寄場使先
よ
り議長候もの、死
罪
」
の
条項に該当する舎であるの
にととで
は
立政九年間七月度
の
却「寄場使先より祐一生候もの、重敵、但一旦入
墨
重敵一一相成候後、又候逃・表候はば死罪」の条
項に該当する処分をなしているのは不審である
。
（胤）「御仕置例類集」（古類集）四、（問）同上、（新類集）盗賊部、ご九
O
号
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（邸）註（
9
）（防）に同じ
σ
なお（防）
K
、おいて、高須賀村百姓
v
秀蔵を上郷村寄場にあずかるか否かについて逃亡の際は死罪にも
行われるとあるは、御仕置筒条書施行の年月から一寄って疑問ありとしておいたが、それはとの文書に「寛政十二申年、江戸寄場人足御仕置ハ相弛
ミ
候得井、上郷村寄場人足ハ、野田－
r
放
遺
候儀ニ付、御仕置弛号、候はば、越中宮候もの多〈可相成と、其巴
前同九巳年相改候、江戸寄場人足御仕置之通、居置候様仕度段、中川飛騨守関東郡代兼佼之節相何、其通被仰渡候儀」であるとあるのを見落しての言であった。ととに訂正しておく。
－（即）原胤昭、前掲書、なお細川電市「日本法制史要講」所収「常陸の人足寄場雑考」なる論文は、「寄場人足旧記留」を史料と
したもので
。
し
か
し同氏はとの史料が石川島及び上郷村両寄場関係文書を雑然と集めたものであるのを、単に上郷村寄場
関係のものだりであると早まっ 断ぜられたらしい
。
回、「釈放」の項において、註（
ω
）（国）にひいた玄石なる者、医道の
心得あるを以て釈放し開業せしめるとあるを上郷村寄場においてのとととせられておるようで る
。
そう’とすればとれは明か
な誤りで
。
（ 協 ） （
m
）同上、但し括弧内の数字は「代官竹垣三右衛門翁事蹟」（祉問附側諸…繁一）（副担琳可制問）による
0
・？に「取立百姓と称
して刑余の改心者百壬十戸以上に及び人口増殖し今伶繁栄せり」との記述も問書に見えている。
（問）「事実文篇」四十一、所収、太田一克貞撰「竹垣君徳政碑」文、（m
〉註（
9
）参照
（問）「嘉永明治年間録」巻十、文久一百年三月二十一日、函館奉行への達〈m
）文
A
一耳年七月十二日附文書、「日本近世行刑史稿」所引
（問）（市）文久二年八月附評定所一座より箱館奉行衆への
逮
、「日本近世行刑史稿」所引。なお、（
m
）の文書ととも
’に「日本近
世行刑史稿」が何から引いたりか明かでない。 かして、三浦周行博士「続法制史の研究 中 「失はれたる近世法制史料」なる論文を見ると、関東大震焚によって焼失せる東大図書館蔵の旧幕引継書類中、博士が複製しておいた「小袋物」（とぶくろもの）なる元治元年より明治一五年に至る聞の老中 始めとし他奉行 の
交
捗事件
K
関する文案集が、博士の京大転勤ととも
に京大法学部法制史研究室の所蔵に帰している誓であるととが分かる
。
同博士のとの書に関する解題を見るに、正に右の（
m
）
（問）（問）などの文書が収められているととを知るの が、未だ寓自の携を得ない。
七
九
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八白。
（m
）天保年間の人別改についての記述は、幸田成友「日本経済史研究」所収「天保人別改令」なる論文による。
（問）向上書、所収「非人寄場」参照（m
）以上の天保年間の迫放刑 正の動さについての記述は三浦周行「法制史の研究」所収「追放刑論 Kよる。
（m
）同上、
（間）「秋田県史」惣…第四世五二四頁（則）「大
B
本監獄教謡史」松山監獄ノ部
（問）「水戸藩史料」別記十一、「徒刑場の創設」五九九
i
六一六頁
（邸）「明治二十一年、同ご 二年福島県監獄統計表」（札畑琳可一略的）（脱）（鴎〉原胤昭、前掲書（邸）矢田挿雲 江戸から東京へ（問）「日本近世行刑史稿」下、八
O
頁。なおとの心学者、内田勘左衛門なる人物については、石川謙博士の大著「石門心学史
の研究」にも見えるととろがない。尤も同著は江戸時代を中心としたものなるが故であろうが、明治五年四月、教部省は教導職を設置し、同年七月真宗大谷祝僧、教戒師を志願したのそきっかけに爾後、僧及びキ
HJ
スト教徒の手
K
監獄教詩の実が移っ
て行ったととを思えば の末における要約一覧表にはたとえ既に「人足寄場」の教議方ではありえなくなったとしても菊池冬斎の次に過渡期の人としてとの内田勘左衛門の名を加えておいて然るべきであろう。
（郎）以上、明治に入つての消滅変質後についての記述は主として「日本近世行刑史稿」下により、部分的に原胤昭「出獄人保
護」を用う。
（別）原胤昭、前掲書、（別）佐久間長敬「清陰筆記」においても、人足寄場が根本においては授産業として者足した立祇なものであったが、
あって、そとには醜悪な現実が存したととを認めている。
やはり裏が
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